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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和  年  月  日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

指導支援の
専門性の向
上

①NCプログラムや太田ステージ等を活用
し、実態を把握する。
②教育支援プラン・自立活動の指導計画
をチームとして作成する。
③児童生徒の課題解決に向けて、教育医
療福祉等多職種との連携を図っていく。

教育課程の
充実に向け
た、研修会
の主体的実
施

①児童生徒の個々のニーズを把握し、そ
の目標の達成のための支援方法等の研究
や研修を実施する。
②学部研修を中心に年１０回の研修会の
実施。及び学部間交流を積極的に実施
し、教員相互に学びあうシステムの構築。
③教育課程の充実に向けた検討。

コミュニティ・
スクールとし
ての取組

 ①交流および共同学習や支援籍学習の実
施をとおし、同世代の児童生徒との交流を
図る。

 ②交流および共同学習や現場実習などの
取り組みをとおしてコミュニティ・スクールと
しての認知度を上げる。

情報の積極
的発信

①地域の特別支援教育のセンターとして
情報をHP等で積極的に発信をする。
②小・中・高の巡回指導・高校通級等をと
おして、地域の特別支援教育のセンタ―と
しての役割を担う。
③児童生徒のDX環境の整備を図り、教職
員のICT環境の向上を図る。

安全、安心
な学校運営

①健康教育部を中心に熱中症対策等を実
施する。また、今年度は運動会を１学期に
実施し、水泳指導を２学期に実施する。
②緊急時対応訓練（捜索・救急救命・引き
渡し・不審者対策・避難訓練）を実施し、実
際を想定した質の高い訓練を全職員で実
施する。
③知肢両部門を抱える学校として、安心安
全な学校を運営するために、感染症対策
をしっかりと実施し、情報の共有を図る。

児童生徒の
主体的な行
動の推進

①児童生徒が主体的に行動に移すこと
ができるような関わりや仕掛けを学校
での教育活動をとおして実施する。
②児童生徒・教職員のトライ＆ラーン
を応援する学校の雰囲気づくりの醸成
を図る。

令 和 8 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 秩 父 特 別 支 援 学 校 ）

目指す学校像

児童生徒同士の学び合い、教職員同士の学び合いを推進する学校
児童生徒が心身共に健康で、持てる力を発揮できる学校
児童生徒が将来への自信や生きがいを感じ、自立（自律）できる生活力を育成する学校
児童生徒と教職員・地域が、元気で笑顔の絶えない、共に暮らしながら成長する学校 ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校

　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

１児童生徒一人一人の障害の状態や特性及び教育的ニーズを的確に把握し、個に応じた自立活動の視点を踏まえた集団及び個
別の授業を実践し、専門性を向上させる。
２保護者・地域・学区域の学校及び関係機関等との連携を図り、特別支援教育の理解啓発と協働を通して「地域と共にある学
校づくり（コミュニティ・スクール）」を推進する。
３児童生徒の安全を確保し、児童生徒自らが生涯を通して、健康に生きる力を身につける教育活動を展開する。

概ね達成(６割以上)
　　出席者　学校関係者　　　　  名
　　　　　　生徒　　　　　　　  名
　　　　　　事務局(教職員)　    名

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（  　２月  １日 現在 ）

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

1

自立活動部と各学部が連携をし
て、指導に当たっている。今年度
は更に連携を図りながら、児童生
徒の個々の課題を明確にして指導
支援にあたる。

①個々の児童生徒に沿った的確な実態把握
を実施することができたか？
②教育支援プラン・自立活動の指導計画を
チームとして作成することができたか？
③児童生徒の課題解決に向けて，多職種と
の連携を進めることができたか？

これまで積み重ねてきた指導の蓄
積があり、「秩父スタイル」は浸透を
してきている。今年度はそのうえで
更に、児童生徒の個々のニーズや
特別支援教育の理念の浸透を図る
べく教職員の専門性の向上を図
る。

①研修会等を実施し、主体的に参加し、専
門性の向上を図ることができたか？
②年間をとおして「TSUNAーGROWプロジェ
クト」として共に学びあう研修を実施すること
ができたか？
③児童生徒個々の人との関係性や教育環境
の整備等を意識した教育課程の検討を実施
することができたか？

2

交流及び共同学習や支援籍学
習、現場実習等をとおして地域と
つながり、コミュニティ・スクールとし
ての取り組みを推進する。

①交流および共同学習を実施し、地域の学
校として同世代の交流を進めることができた
か？
②「ひまわり絆プロジェクト」などを実施し、コ
ミュニティ・スクールとして地域への認知度を
上げることができたか？
 

地域の特別支援教育のセンターと
して、本校の情報を積極的に発信
をし、連携活用を促す。

①HPの年間の更新回数を１５０回以上実施
し、アクセス数を年間２０万件を超えることが
できたか？
②児童生徒のニーズを踏まえ、センター的機
能の活用を調整することができたか？
③児童生徒及び教職員のDX・ICT環境が向
上したか？

3

これまで実施してきた安心安全な
学校運営を再点検し、特に緊急時
の対応について全職員が当事者
意識をもって取組む。

①行事の日程変更を実施した結果について
検証を行う。
②様々な緊急時対応訓練の反省をとおして
次年度に引き継いだり、実際を想定した訓練
を実施することができたか？
③年間を通して感染症等の対策を実施し、
適切な学校運営を実施することができたか？

児童生徒が主体的に行動し、何
かに挑戦をしようと、「好き」
を育み「得意」を伸ばす教育を
とおして、健康で笑顔あふれる
学校運営を実施する。

①全校集会の内容等を含め、児童生徒の
主体的な行動や活動が増えたか？
②児童生徒・教職員が「好きなこと」
「得意なこと」などに挑戦をする事が増
えたか？


